
1/2

当資料のお取り扱いにおけるご注意
■当資料は、ファンドの状況や関連する情報等をお知らせするために大和投資信託により作成されたものであり、勧誘を目的としたものではありません。■当資
料は、各種の信頼できると考えられる情報源から作成していますが、その正確性・完全性が保証されているものではありません。■当資料の中で記載されてい
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豪州は政策金利の据え置きを決定
～利上げを急がない姿勢を示す

現地4月4日、RBA（豪州準備銀行）は政策金利を発表し、1.5％に据え置きました。据え置きは事前の市場予想通り

でした。声明文では、足元で失業率が幾分か上昇していると述べるなど、労働市場に軟化の兆しがあることを指摘しま

した。また、住宅市場については、最近強化された住宅融資規制が住宅価格の過熱抑制に効果があるとの期待を示

しました。RBAは引き続き金融政策に対して中立的な姿勢を維持しており、当面は政策金利を据え置くことが想定され

ます。

＜中央銀行は労働市場の軟化を指摘するも、当面は様子見を続ける模様＞

また同日に発表された2月貿易収支は、事前予想を大幅に上回り、過去2番目に大きい黒字額となりました。豪州の

主要輸出品目である鉄鉱石や石炭の輸出が微増となったことによる要因に加え、輸入が前月比で減少したことが今

回の貿易収支に寄与しました。資源価格は依然として高止まっていることや、今後LNG（液化天然ガス）生産の増加が

見込まれることなどから、当面は資源輸出を通じた貿易黒字が続く可能性が高いとみています。

＜活発な資源輸出を通じた貿易黒字基調が続く見込み＞

2017年4月5日

当社は、三つの視点から、オーストラリア投資の魅力が高まっていると考えています。※

オーストラリアの特長は、

「資源」 「若さ 」 「ロケーション 」

※詳しくは、当社レポート「ファンドマネージャーの運用ノート 資源価格反発と保護主義の台頭から、オーストラリアの魅力が高まる環境へ」
（2017年2月20日付）をご参照ください。

「資源」・・・主要輸出資源である鉄鉱石や石炭の価格は反発局面にあり、資源ビジネス環境は好転

「若さ」・・・先進国の中でも人口動態が若く潜在成長率が高いため、金利上昇余地が大きい

「ロケーション」・・・成長地域であるアジアへの資源供給源としての地位



※1ページ目の「当資料のお取り扱いにおけるご注意」をよくお読みください。
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貿易収支は過去2番目に大きい黒字額に
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（出所：ブルームバーグ）

（2012年1月～2017年2月）


